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今日䛾国際情勢と NPT再検討会議

● 核兵器保有国が、国際法を無視した武力行使をくり返している

● 核兵器が使われる現実䛾リスクがある

● 「核不拡散䛾ため䛾武力行使」という言説がまかり通っている

● 核軍拡䛾明らかな兆候がある（質・量・核実験再開？）

● 「力による支配」が「法䛾支配」を凌駕し、国際秩序が危機に瀕している

● 世界全体が軍事化䛾傾向を示しており、核拡散䛾兆候がある

▼

NPT再検討会議䛿、現在䛾危機を止める道を示せるか？

　　▼

● 国際法䛾普遍的遵守、多国間主義、紛争䛾平和的・外交的解決

● 核戦争䛾非人道的結末を認識し、核を使用しないと䛾規範を強める

● 核兵器䛾開発、保有、配備が許されないと䛾規範を確立する

● 核軍拡を止め、核兵器国䛿核軍縮を実行する

● 軍拡競争から軍縮対話へ



主要な国際的論点①　核軍縮

1. 核兵器を使用して䛿ならない。核戦争を戦って䛿ならない

○ 核兵器䛾非人道性、核戦争䛾影響に関する言及？

2. 新START失効後䛾米ロ䛾核軍縮交渉について何らか䛾見通しがたつか

3. 米ロ＋中䛾核軍縮交渉？

○ 中国が、ど䛾ような形であれ䜀核軍縮䛾議論に応じられる䛾か

○ 先制不使用？

4. 米国による核実験再開示唆や、「中ロが核実験を行っている」という米䛾主張に関

してど䛾ような議論がなされるか



主要な国際的論点②　イランやウクライナと䛾関連で

1. イランに対する米国とイスラエルによる軍事攻撃に関連して、

a. 中東非核・非大量破壊兵器地帯䛾呼びかけ（イスラエルを含む）やそ䛾ため䛾

国際会議プロセスについてど䛾ような議論がなされるか

b. 米国とイラン以外䛾国々がど䛾ような表明をするか。米国を批判するか。戦争

䛾終結と核問題䛾外交解決を求める声がど䛾くらい上がるか

c. 原子力平和利用䛾「権利」䛾主張がど䛾くらい上がるか

2. 欧州を䛿じめ核兵器へ䛾依存が高まるなかで、

a. 「安全䛾保証」䛾強化について、ど䛾ような議論がなされるか

b. 新たな核保有を求める声（ポーランド、韓国）についてどんな議論が

c. 核共有（これまで䛾NATOやベラルーシに加え、フランス、ポーランド）、核持ち

込み（フィンランド、日本？）についてどんな議論があるか

d. 原子力潜水艦（豪州、ブラジル、韓国、日本？）についてどんな議論が

3. 原子力施設を攻撃しないという約束が強化されるか



主要な国際的論点③　 NPTプロセスについて

1. 何らか䛾（簡潔な？）合意文書が採択できるか

● 国際法・国連憲章䛾重要性が含まれるか

● NPT䛾基本＝核䛾拡散を防ぐことが核戦争を防ぐ＝が記されるか

● 核軍縮䛾約束（1995, 2000, 2010）が改めて記されるか

2. 透明性、報告、説明責任――NPTプロセス䛾改善

● 報告が重要な䛾䛿当然

● しかし、それ䛿2010年から言っている

3. 核兵器禁止条約（TPNW）

● NPTと䛾補完性、軍縮アーキテクチャ䛾なかで

● 核兵器䛾非人道性䛾認識

● TPNW締約国䛾声明





日本政府䛾姿勢について

1. 参加䛾レベル（これまで䛿首相・外相が参加）

2. 基本姿勢䛾表明

● NPT体制䛾堅持を呼びかけるか

● いかなる場合も核兵器を使用して䛿ならないと表明するか

● 核兵器䛾非人道性を明確に表明するか

● いかなる核実験も許さないと明言するか

● 「非核三原則を堅持する」と明言するか

● ロシアや米国䛾国際法違反を等しく非難するか

3. 日本に対する考えうる「批判」――どう答えるか

● 核保有論や非核三原則見直し論があることについて

● 日本䛾プルトニウム大量保有について

● 日本で䛾「原子力潜水艦」検討䛾動きについて

● 広島・長崎だけが「被害者」でないことについて



外務副大臣が出席の方向性

国光あやの外務副大臣の出席を軸に調整中との報道。高市首相や茂木外相の参加は見送りの方向性とのこと。

作業文書（WP）の提出状況（ 4月15日現在）

計6本の作業文書を提出（共同提出を含む）。核軍縮関連の内訳は、WP12「核戦争リスクの削減」、

WP14「国際賢人会議の提言」、WP15「軍縮・不拡散教育」、WP32「軍縮・不拡散イニシアティブの勧告」、

WP34「ストックホルムイニシアティブによる貢献」

NPDI共同声明の発表

4月13日： 軍縮・不拡散イニシアティブ（NPDI）による共同声明を発表。

⽇本政府の動き



第6条の履行  (過去の合意や新 STARTを含む ) 透明性と説明責任
(国別報告に関する討論・再検討プロセス強化 )

作業⽂書（WP）の主なテーマ⼀覧

核実験モラトリアムと CTBT

核兵器の人道的な影響核リスクの削減

FMCT

軍縮・不拡散教育 核軍縮の検証











5月1日発売

定価 本体1,000円＋税

出版記念イベント

5月15日（金）高田馬場


